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我々の研究グループでは、新型コロナウイルスパンデミック初期より、室内環
境におけるスパコン「富岳」を用いたエアロゾル感染リスク評価を行ってきた。
その数は70以上の感染シーンに対して1500ケースを上回る。僅か二年の間に何
故そのような大量の感染リスク評価が実現できたのか？本講演ではその手法を
紹介すると共に、最近取り組んでいるAIを活用した室内環境の最適化手法や
エージェントシミュレーションを併用した感染リスク低減対策の社会的インパ
クトについて述べる。
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